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レタスをかじるニホンミツバチ

ミツバチは植物から主に花粉と花蜜を採取し

て,巣に運び,幼虫や他の巣仲間の栄養源とし

て利用する (佐々木,1999).それに加えてセ

イヨウミツバチの場合,プロポリスの材料採集

のために植物を訪れる.セイヨウミツバチがプ

ロポリス源となる植物の葉をかじる行動につい

てはよく知られており,プロポリス起源植物も

ある程度判明している (Seeley,1985).現在で

はブラジルにおける起源植物の特定がさかんに

行われており,起源植物のひとつであるアレク

リンでは,新芽をかじって惨出した樹液を採集

していることが知られている (加藤ら,2000).

プロポリスはセイヨウミツバチが巣板の補強

などを行うために利用する物質であり (Seeley,

1985),人間にとっても有効な成分を含んでい

るとされる.しかしニホンミツバチはセイヨウ

ミツバチと異なり,プロポリスを利用すること

がないため (佐々木,1999:吉田,2005),揺

餌に出かけた際に植物をかじる行動を見せるこ

とはない.これまでオオスズメバチによる襲撃
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を受けたあと,盛んに巣の前で葉をかじること

が知られているが (佐々木,1999),これはオ

オスズメバチによってつけられた匂いフェロモ

ンに反応し,かじり行動がおこると考えられて

いる (Onoetal,1995;小野,1997).しかしそ

の他の状況において,ニホンミツバチが植物を

かじる行動については確認されていなかった.

今回,偶然にも集団でレタスをかじるニホン

ミツバチを観察できたため,ここに報告する.

観察場所と期間

ニホンミツバチのレタスをかじる行動が見ら

れたのは､京都府長岡京市にあるレタス畑であ

る.天王山の山裾に位置した小さな畑 (約 151

m2)で,周囲の畑の中では最も山に近い場所

にあたる.付近ではレタス以外にも数種類の野

菜が栽培されていた.この畑では今年からレタ

スとサニーレタスを栽培しており,この地域の

通常の栽培期間より早い7月に播種していた.

著者がレタスを栽培している農家の方から

最初に報告を受けて,畑の状況を確認したの

は2005年 10月6日であった.その後,13,

17,20日にも同様に観察を行った.観察時間

帯は午前8時から11時で,当初は目視のみで

あったが,後にビデオカメラとデジタルカメラ

による記録も行った.

二ホン三ソバチのかじり行動

朝8時ごろに畑に行くと,すでにあちこち

からミツバチの羽音が聞こえ,レタスの株周辺

を飛び回っている多数のニホンミツバチを確認

できた.畝に並んでいるレタスの株にはそれぞ

れ3-5匹の個体が群がっていた.ほとんど



の個体はレタス株に飛来すると,主に内側の葉

の側緑部や芯付近をすぐに大顎でかじり始めて

いた.どの個体もかじってはいたが,口吻を出

して惨出物を紙めている様子は見られなかった

(図 1,2).

ほとんどのレタス株の葉や芯の部分にかじっ

たとみられる痕があり (図3),かじられた部

分の一部は黒く変色していた.そのためかレタ

スの葉は歪曲し,ほとんど結球していなかった

(図4).またサニーレタスも同様の被害を受け

ており,葉は正常に発育していなかった.

飛来しているニホンミツバチは通常の訪花と

同様に,一定時間あるレタス株を訪れて葉や芯

の部分をかじると,別の株に移って同様の行動

をとり,それを何回も繰り返していた.セイヨ

ウミツバチではプロポリス源の植物をかじる

と,それを後肢の花粉かごに付着させて巣に

運んでいくことが観察されているが (加藤ら,

2000:Kumazawaeta1..20031Teixeiraeta1.,

2005),今回ニホンミツバチではそのような行

動は見られず,ただレタスの葉をかじっている

だけであった.観察の途中で,レタス付近に生

えていた他の植物の葉をかじっている個体も数

匹確認できた.

レタスを栽培していた湯川智元氏によれば,9

月頃よりニホンミツバチのレタスへの飛来が確

認され 多いときには畑全体を覆うように群が

っていたということであった.この畑ではわず

かに残っていたレタスとかじられた株を10月

20日以降に回収しており,10月30日に著者が

畑を確認した際には付近にニホンミツバチはい

なかったが,その後数百m離れた場所でわずか
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図3 かじられたレタス

に栽培されていたレタス株へのミツバチの飛来

があったことが湯川氏によって確認された.

レタス畑の周囲にはシオン属,ツリガネニン

ジン,イヌタデ,キツネノマゴ,ヤマハツカな

どが開花していたが,10月6日の時点ではこ

れらの植物への訪花は見られなかった.しかし

20日にはツリガネニンジンで採餌を行う個体

が数匹確認できた.ただし花とレタスを行き来

する個体は見られなかった.レタスが植えられ

た付近の畑にはキャベツ,サツマイモ,トマト,

ナスが栽培されていたが,これらの植物にはニ

ホンミツバチは飛来していなかった.

考察

ニホンミツバチがレタスとサニーレタスの葉

をかじっていた理由については,現時点では不

明である.このかじり行動が観察されたのは9

月半ばから10月後半にかけてであるが,著者

が現地での訪花調査を行った限りでは,4月か

ら8月にかけては畑周辺部で開花していた植

物に訪花しており,花粉と花蜜の採集が行われ

ていた.かじり行動がみられたのと同時期にも,

付近には数種の植物が開花しており,特に花資

源の枯渇が起こっていたわけではないと思われ

る.またレタス以外に,畑内に生えていた他の

植物の葉をかじる個体もいたことから,単にレ

タスへの選好性があったわけではないらしい.

佐々木正己教授もキカラスウリの葉をニホンミ

ツバチがかじる行動を確認されており,植物を

かじる行動がこの地域の個体群特有の行動では

ないと考えられる.さらにキカラスウリでの確

認も今回のレタス同様 10月頃であったことか
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図4 正常に結球しなかったレタス

ら,かじり行動に季節性が関係しているかも知

れない.

観察を行っている際に,同じレタスをかじっ

ていた個体が,隣にいた個体の脚にかみつく行

動が何回か確認できた.玉川大の佐々木正己教

授によれば,このような排斥行動は人工餌皿を

用いた実験を行う際に別の巣の個体に対してよ

く見られる行動であるため,複数の巣から飛来

している可能性が考えられるとのことであっ

た.観察後半には畑の周囲の花で採餌する個体

も確認できたが,レタスでの採餌をしている個

体と明確な役割分担があるのかは不明である.

いずれにせよこのようなかじり行動は,花粉

と花蜜を餌資源とするニホンミツバチにおいて

は,かなり異常な行動とみることができるだろ

う (中村純,私信).

そのためこの行動がどのような適応的な意味

を持つのか非常に興味深い.今回確認された行

動が,オオスズメバチにより攻撃を受けたあと

巣の前の葉をかじる行動 と類似するのであれ

ば,採取して胃の中で消化するまで至っていな

いと思われるが,この点を明確にするためには

詳細な解剖と分析が必要と思われる.

さらにニホンミツバチが農作物に対して直接

的に被害を与えた例は,報告としてはこれが初

めてだと思われる.実際に他の地域でも同様の

行動が見られるのか,多数の目撃情報を集める

必要があり,｢ミツバチ科学｣読者の方々から
の情報をお願いしたい.

来年もレタス畑でニホンミツバチによる同様

の行動が確認されれば,より詳細な調査を行い

たいと考えている.
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IobservedthathoneybeeApJ'sceTanaJaPOnjca

gnawedleavesandcoreofthelettuceatafield

inNagaokakyoICity.Kyoto,Japan,fromthemid-

SeptembertolateOctober.2005･Manybeesvisited

thelettuce,thoughtheydonotcollectresinfわrpro-

ducingthepropolisTheydidnotlickthesurfaceof

lettucebutgnaweditThebeeswerevISitlngthelet-

tuceplantssimilarlyastheyforageonflowersAc

jaPOnjcadoesnotusuallygnawtheplants,although

theygnawedtheleavesofplantsaroundthenest

aftertheywereattackedbygianthornet.Vespa

mandaljnajaPOnjca･Itisthefirstobservationthat

A.C.japonicagnawstheplantswhicharefarfrom
thenest.


